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	米国子会社クロンテック社の蛍光タンパク質シリーズを新発売


タカラバイオ株式会社（社長：加藤郁之進）は、米国子会社Clontech Laboratories, Inc.（以下「クロンテック社」）の新製品であるサンゴ由来の新しい蛍光タンパク質製品6種類（フルーツ蛍光タンパク質シリーズ）を2007年8月27日に国内で販売開始いたします。
クロンテック社が10数年に渡り販売してきたLiving Colors®蛍光タンパク質シリーズは、9種類（藍色、緑色、黄色、赤色、深赤色）から成ります。これらの蛍光タンパク質はサンゴやクラゲ由来の蛍光タンパク質及びその変異体で、至適な波長の励起光を吸収することにより、強い蛍光を発します。タンパク質自身が蛍光を発するため、リアルタイムに、生きたままで生体内の現象を、蛍光顕微鏡などで観察することが可能です。例えば、蛍光タンパク質と目的タンパク質とを融合させて細胞内で発現させることにより、目的タンパク質の発現の有無や目的タンパク質が細胞のどこに局在発現するか等を調べることができます。
新発売のフルーツ蛍光タンパク質シリーズは、カリフォルニア大学のRoger Tsien博士らにより開発されたもので、黄色（mBanana）、オレンジ色（mOrange）、赤紫色（mPlum、mRaspberry、mStrawberry、mCherry）があります。Living Colors®蛍光タンパク質シリーズにフルーツ蛍光タンパク質シリーズを追加することで、複数の目的タンパク質について細胞内での局在化を調べる場合などに色彩の選択肢の幅が広がります。また、新発売の蛍光タンパク質はすべてが単量体であり、目的タンパク質と蛍光タンパク質とを融合させて発現させた場合、多量体に比べて立体構造への影響がより少ないため、融合タンパク質としての利用に最適です。
このように本製品は、生きた細胞中での目的タンパク質の動的な挙動の追跡を可能にするため、現在最も盛んな研究分野のひとつであるタンパク質の機能解析に大きく貢献できると期待しています。
【製品概要】
製品名
：
pmCherry Vector, pmRaspberry Vector, pmPlum Vector, pmBanana Vector, pmOrange Vector, pmStrawberry Vector
内容
：
フルーツ蛍光タンパク質搭載ベクター
容量
：
各20 µｇ
価格
：
各112,000円（非営利施設向け、税別）、各275,000円（営利施設向け、税別）
営利施設の方の場合は、ご購入前にライセンスを取得していただく必要があります。
詳細については、当社 営業部企画担当（TEL:077-543-7231）にお問い合わせください。
当資料取り扱い上の注意点
資料中の当社の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは現時点において入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づくものですが、重大なリスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなされたものであります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社の既存製品および新製品の販売力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急速な技術革新、重大な訴訟における不利な判決等がありますが、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
この資料は、８月２１日に京都経済記者クラブに配布しています。
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タカラバイオ株式会社
バイオインダストリー部
Tel 077-543-7235


＜参考資料＞
【語句説明】
蛍光タンパク質
蛍光タンパク質は、機能未知のタンパク質の局在を調べる蛍光タグやプロモーター活性を調べるレポーターとして広く利用されています。代表的な蛍光タンパク質であるAequorea Victoria（オワンクラゲ）由来の蛍光タンパク質GFP（Green Fluorescent Protein）が1962年に発見されて以来、クロンテック社では実験に最適な蛍光タンパク質の開発に力を注いできました。
変異体

　遺伝情報である塩基配列に変化（変異）が生じた細胞および個体や、変異によりアミノ酸配列が変化したタンパク質を総じて変異体と呼びます。人為的に変異を導入し、タンパク質のアミノ酸配列を改変した変異体を作製することで、その機能の解析や改良が盛んに行われています。
単量体、 多量体
　１つのタンパク質分子で存在するものを単量体といい、２つ以上のタンパク質分子が会合した状態で存在するものを多量体といいます。多量体には、同一のタンパク質分子で構成されるものと、異なるタンパク質分子で構成されるものがあることが知られています。
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